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１ はじめに 

本研究では、貴財団の助成を利用させていただき、岐阜高校と連携をし、交流を深めながら、 

2 年目となる今年度は、本格的に環境 DNA の手法を用いて、希少野生生物と外来種についてモニ

タリングを進めた。

２ 岐阜県大垣市に生息するマホロバサンショウウオとヒダサンショウウオのハビタ
ット特性  

２－１ はじめに 

マホロバサンショウウオの生活史を研究する過程で，ヒダサン

ショウウオと同所的に生息する沢，マホロバサンショウウオのみ

が生息する沢があることに気づいた。その違いが捕食者の有無に

起因していると考え，原因解明に取り組んだ。

２-２ 野外調査

大垣市内のサンショウウオが生息している 5か所の沢と本流を調査地点とした。各地点で、マホ

ロバサンショウウオ、ヒダサンショウウオの有無、捕食者であるイワナ、アマゴ等の魚類の有無、

水量を調査した。結果は表 1 に示す通りで、沢１は入り口に滝があり、魚類は遡上できず発見され

なかった。マホロバサンショウウオとヒダサンショウウオの両種の生息が確認された。沢２はイワ

ナが多く生息し、ヒダサンショウウオは確認できず、マホロバサンショウウオのみ生息していた。

沢 3,4は本流との標高差があり、イワナ・アマゴ・アブラハヤは生息せず、ヒダサンショウウオと

マホロバサンショウウオの両種が確認された。沢 5は普段は水が流れておらず、降雨後に水が流れ

図 1 大垣市に生息する 
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る程度で、完全に枯れているわけではなく表面はいつも湿っていて伏流水は流れている。マホロバ

サンショウウオのみの生息が確認できた。本流はイワナ、アマゴ、アブラハヤ、カワヨシノボ

リの４種類の魚類が生息し、ヒダサンショウウオは生息しなかったが、マホロバサンショウウオは

生息していた。マホロバサンショウウオは捕食者の有無に関係なく生息し，ヒダサンショウウオは

捕食者の生息していない沢周辺にのみ生息していたことが判明した。これは，マホロバサンショウ

ウオは伏流水中に産卵し成体になると上陸するため、流水に依存せず、魚類にも捕食されないが，

ヒダサンショウウオは渓流の大きな石の下等で産卵し，成長過程でマホロバサンショウウオよりも

水流に依存し、魚類に捕食されやすいという違いが要因であると考えた。

２－３ 環境 DNA調査 

マホロバサンショウウオの繁殖期を特定すること、両者の流水に対する依存度を調べることを目

的として環境 DNA 調査を実施した。2019 年 9 月から 2020 年 8 月までの 12 か月間、調査地点は沢

２、沢３、本流の 3地点で、計 36回、1リットルずつ採水し、それを濾過、抽出した。使用するプ

ライマーは、両者のミトコンドリア DNAの 12SrRNAの一部の領域に特異的に結合するプライマーを

「Primer3(ver0.40)」を使って設計し、PCR，電気泳動を行った。結果を表 2に示す。

マホロバサンショウウオは、全体的にほとんど検出されなかったが、沢２では４月から５月にか

けて検出され、この時期がマホロバサンショウウオの繁殖期であると考えた。ヒダサンショウウオ

は、沢２と本流では冬季に検出され、沢３では 11 月から９月にかけて検出された。この期間は、

ヒダサンショウウオの成体が流水に入り産卵し、幼生が流水から上陸するまでの期間と一致した。

この結果から、マホロバサンショウウオの繁殖期が 4月から 5月であること、ヒダサンショウウオ

は流水に依存し、マホロバサンショウウオは流水には依存しない繁殖生態であることを確かめるこ

とができた。

表１ 調査結果 



３ 環境 DNA の手法を用いたオオサンショウウオの分布調査 

３－１ はじめに 

世界最大級の両生類であるオオサンショウウオは、日本の固有種であ

り、岐阜県以西の本州・四国・九州に生息している。しかし、国の特別天

然記念物にも指定されている世界に誇るオオサンショウウオではある

が、岐阜県内の分布状況や生息条件などの調査は、近年、しっかりと行

われていないのが現状である。そこで、環境 DNA の手法を用いてオオサ

ンショウウオの岐阜県内の分布や生息条件を明らかにしたいと考えた。

また、近隣の三重県や京都府などで侵入が確認されている外来種のチュ

ウゴクオオサンショウウオの侵入についても同時に調査した。

３－２ 環境 DNA 調査 

図 2の通り、長良川 10地点、揖斐川 8地点で環境 DNA

調査を実施した。まず、調査地点でオオサンショウウオ

の移動が活発な 8月に採水を行い、それをろ過し、環境

DNA を検出した。オオサンショウウオとチュウゴクオオ

サンショウウオのミトコンドリア DNAの一部にそれぞれ

結合するプライマーを用いて PCRを行い、電気泳動で解

析した。

その結果、長良川では 6地点からオオサンショウウオ

の環境 DNAが検出され、長良川の中流部と上流部にオオ

サンショウウオの環境 DNAを検出した。揖斐川ではオオ

サンショウウオの環境 DNAは検出されなかった。このこ

とから、揖斐川にはオオサンショウウオが生息できない

何らかの要因があるのではないと考えられる。同時に行

ったチュウゴクオオサンショウウオの調査で、揖斐川の

2地点からチュウゴクオオサンショウウオの環境 DNAが

検出された。チュウゴクオオサンショウウオは外来種

で、本来日本にはいない種であり、チュウゴクオオサン

ショウウオの人為的な移入の可能性が考えられる。生態

系の保全のためにも､ 今後詳しく調査していきたい。

また、今後は支流などにも調査範囲を拡大し、岐阜県に

おけるオオサンショウウオの保全に寄与していきたい。 

４ 学会等での発表について 

４－１ 一般の研究者と肩を並べた学会発表 

高校生対象の発表会にとどまらず、爬虫両棲類学会では一般の研究者に肩を並べ、積極的に学会

発表を行った。多くの研究者から、質問、コメント、励ましをいただき、生徒たちには大きな刺激

となった。 

2021年 9月 18～19日 日本爬虫両棲類学会第 60回大会（オンライン開催・ポスター発表） 

演題：岐阜県大垣市に生息するマホロバサンショウウオの生活史の解明Ⅱ 

図 2:長良川・揖斐川調査地点地図 

表 3:長良川,揖斐川計 17 地点で採水した

サンプルの環境 DNAの電気泳動実験の結果

Aj:オオサンショウウオ

Ad:チュウゴクオオサンショウウオ

＋：検出  －：非検出



４－２ 高校生対象の発表会 

高校生対象の発表会にも、岐阜県内外を問わず、積極的に参加・発表を行った。 

高校生同士、お互いの発表を聴きながら、交流を深めることができた。 

① 2021年 9月 20日 「集まれ！理系女子」女子生徒による科学研究発表Ｗｅｂ交流会

 ～第２回高校生両生類サミット～(オンライン開催・口頭発表) 

演題：「大垣市に生息するマホロバサンショウウオの生活史Ⅱ」  

「揖斐川になぜオオサンショウウオがいないのか︖～特別天然記念物オオサンショウウ

オの生息条件の解明～」

② 2021年 11月 20～21日 環境 DNA学会第 4回大会(オンライン開催・ポスター発表)

演題：「大垣市に生息するマホロバサンショウウオの生活史Ⅱ」

「揖斐川になぜオオサンショウウオがいないのか︖～特別天然記念物オオサンショウウ

オの生息条件の解明～」

③ 2021年 12月 11日 東海地区理科研究発表会(オンライン開催・口頭発表)

演題：「大垣市に生息するマホロバサンショウウオの生活史Ⅱ」【学長賞(全体の第 3 位)受賞】 

「揖斐川になぜオオサンショウウオがいないのか︖～特別天然記念物オオサンショウウ 

オの生息条件の解明～」

④ 2022年 2月 11日 「アユ・長良川等を対象とした調査研究」の成果発表会(オンライン開催・

口頭発表)

演題：「清流・長良川のオオサンショウウオ ～オオサンショウウオの生息条件の解明～」 

⑤ 2022年 3月 19日 第 69回日本生態学会高校生ポスター発表(オンライン開催・ポスター発表)

演題：「大垣市に生息するマホロバサンショウウオの生活史Ⅱ」

⑥ 2022年 3月 28日 令和 4 年度日本水産学会春季大会高校生ポスター発表会（オンライン開催・

ポスター発表）

演題；「大垣市に生息する小型サンショウウオ類 2種及びカエル 2種のハビタット特性」【最優

秀賞(第１位)】 

「揖斐川になぜオオサンショウウオがいないのか︖～特別天然記念物オオサンショウウ 

オの生息条件の解明～」【優秀賞(第２位)】

５ まとめ 

2年間の助成を受けて、環境 DNAのろ過、抽出、分析に関する機材が揃い、共同実施校の岐阜高

校の先生や生徒の協力で、環境 DNA分析のテクニックを身に付けることができた。この研究環境を

活用し、環境 DNAの分析を本格的に行い、成果をあげることができた。その成果を高校生対象の発

表会にとどまらず、一般の学会にも積極的に参加し、成果を広く発信することができた。 
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